
第6章特論

第6節 竪穴住居床面にみられる斜坑状のピットについて

， .はじめに
古御堂笹尾山遺跡と茶畑第1遺跡では古墳時代中期後葉から後期にかけての竪穴住居・竪穴27棟が

検出された。このうち、竪穴住居 9棟、竪穴 1棟の南東側側壁直下の床面に、遺構外方に向かい斜坑

状に掘削されたピットを検出したO

従来より、鳥取県の古墳時代の竪穴住居には壁際の床面中央に掘削されたピット(いわゆる特殊ピ

ット)の存在が知られている。これまで古墳時代前期から中期の遺構については論じられてきたが、

調査例の少なさもあって後期の遺構については多くを語られていない仙)。ここでは、古御堂笹尾山

遺跡と茶畑第 1遺跡で検出した斜坑状ピットの特徴について述べ、鳥取県西部の遺跡を中心に若干の

f食言すを行いたい。

2.特徴

まず、古御堂笹尾山遺跡、茶畑第 1遺跡で検出した斜坑状ピットの特徴をまとめておく。

①すべて南東側の側壁直下ほぼ中央に検出し、遺構の外に向かい斜め下方に掘削されるO

②断割トレンチの土層断面を観察した結果、地上には貫通しない。

③ピット底面は床面から約40cm~70cm低い位置になるものが大半である。

④ピット壁面には被熱した痕跡は認められず、埋土中にも顕著な炭化物は混入しない。

⑤古御堂笹尾山遺跡竪穴住居23は焼失住居であり、 P1内から多量の炭化物・焼土が検出された。

したがって住居機能時には、 P1はオープン状態であったと考えられる O

⑤ピット周辺の床面はテラス状に浅く窪むものが多く、ピットに向かいスロープ状をなすものもあ

る。

⑦遺物はテラス状の窪み部分もしくはその周辺で出土するものが多く、窪み部分からピット内に流

れ込んだ状態で出土するものもある。

こうした特徴から、柱穴とは考えがたい。東海から関東地方の古墳時代中期~後期の住居跡には、

方形の住居一辺の中央付近に竃をもつものが多い。しかし、斜坑状ピットに被熱した痕跡は認められ

ず、地上に貫通しないことから、伊跡・煙道も想定できない。
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3. ピットの分類

古墳時代前期以降、竪穴住居の壁際床面中央には柱穴以外に使用されたと思われるピットが掘削さ

れる。斜坑状ピットとは位置的な類似性が認められ、柱穴以外の機能が想定されることでも共通し、

関連が想定されるO そこで、側壁直下に掘削されるピットを、タイプ別に分類することを試みたい。

ピットの断面形態をもとにA、Bに大別し、 AタイプはさらにA1とA2に細分を行った。

Aタイプは住居側壁際の床面中央に位置し、床面に対しでほぼ垂直に掘削されるものである O 平面

形は方形または円形のものがある。この内、垂直に掘削されるものをAl、ピット壁面が住居内側に

やや傾くものをA2とする。

Bタイプは住居側壁中央部に位置し、住居の外側に向かい斜め下方に掘削されるもの(斜坑状ピッ

ト)である。底面まで直線的に掘削されるもの、底面に向かいやや先細りするものなどがある O

4.斜坑状ピットの盛行期

A1タイプは古墳時代前期の竪穴住居から検出されている(妻木晩田遺跡MKS 1 -24ほか)0 夏谷

遺跡では古墳時代中期を通して掘削され、古御堂笹尾山遺跡、では 3期(泣2)、百塚遺跡群では終末期ま

で継続する(百塚第 1遺跡4号竪穴住居跡:註 3)0 7 c中葉に比定される泉中峰・泉前田遺跡S

1 -01の北東壁際に掘削される P5は床面からの深さが6cmと浅く、 A1タイプが形骸化する段階の

ものと思われる o A 1タイプは 7c後葉まで継続する(上種第 5遺跡竪穴住居跡 9号)。

A2タイプには、 2期に比定される古御堂笹尾山遺跡竪穴住居32がある。百塚第7遺跡19号住居跡

P 6 (2期から 4期) ・34号住居跡P4 (2期もしくは 3期)もこのタイプと思われる O 床面に対し

てほぼ垂直に掘削されていたピットが、斜坑状になる過渡期の形態と推察される。

Bタイプ(斜坑状ピット)は、古御堂笹尾山遺跡、茶畑第 1遺跡、百壕遺跡群(絞りに検出されてい

る。 3期から 5期にかけて継続して掘削され、 4期に盛行する。古御堂笹尾山遺跡と茶畑第 1遺跡に

検出した 3期から 5期に比定される竪穴住居と竪穴19棟のうち、 Bタイプが掘削されるのは10棟であ

る。

仁王堂遺跡S1 lOP 9はBタイプの盛行期にあたる 4期に比定されるが、 A1タイプの形態をとる O

3期から 5期にかけての竪穴住居が検出される仁王堂遺跡、上種第 6遺跡ではBタイプは掘削されず、

古御堂笹尾山遺跡の様相とは大きく異なる o Bタイプの有無が地域色、または集団聞の違いによるも

のなのかは、調査例が少ないこともあり不明である。

5期に比定される古御堂笹尾山遺跡竪穴住居15は、側壁直下の床面中央にピットは掘削されないこ

とから、 5期には壁際のピットが消滅する可能性がある。 7世紀後半に比定される東高田遺跡S105、

妻木晩田遺跡や青木遺跡で検出された 8世紀代の竪穴住居には、壁際床面中央のピットは確認できな

い。 A'B両タイプ共に、 5期以降8世紀にかけて消滅していくものと思われる O

前期 7 c 
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5. まとめ

今回、古御堂笹尾山遺跡と茶畑第 1遺跡の調査により確認したBタイプは、位置的な類似性と断面

形態の各時期ごとの変遷から、古墳時代前期以降、竪穴住居の側壁直下の床面中央部に掘削されるピ

ットとの関連が推察されるO 床面に対しでほぼ垂直に掘削されていたピット (A1タイプ)が、 2期

に断面形態が斜坑状へと変化し (A2タイプ)、 Bタイプへと変選するものと考えるo Bタイプは3

期から 5期にかけて西伯者の一部の集落で採用され、形態的にバラエティーに富む。その特徴から柱

穴や炉跡、煙道とは考えにくい。今後、当該期の集落調査の際にはこれらの特徴を認識し調査する必

要がある。これが西伯香の一部に特徴的なピットなのかは検出例の少なさもあり具体的な言及までは

及ばなかったO 今 後の課題としたい。(森本)

凡例 テラス:テラス状の窪み スロープ:スロープ状の窪み溝:ピットに伴う溝

(註1)岩崎康子編 1998 r古墳時代集落の様相Jr石脇第3遺跡一森末地区・操り地区一、石脇8・9号墳、
寺戸第 1遺跡、寺戸第2遺跡、石脇第 1遺跡j 鳥取県教育文化財団発掘調査報告書54 鳥取県教育文化財団

(註 2)編年観は、本報告書(第6章第8節)による。

(註3)中山手口之編 1989・11 百塚第1遺跡』 淀江町埋蔵文化財調査報告書第16集 淀江町教育委員会

(註4)百塚遺跡群の斜坑状ピットは、筆者が各報告書をもとに斜坑状ピットの可能性があると判断したものである。

図版出典

A1タイプ:夏谷遺跡44号住居、古御堂笹尾山遺跡竪穴住居26

A2タイプ:古御堂笹尾山遺跡竪穴住居32

Bタイプ:古御堂笹尾山遺跡竪穴住居14・23・25、竪穴5

※参考文献は省略させて頂いた。
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第 7節 弥生時代遺構出土桃核についての一考察

1.はじめに

桃はウメ・スモモと並んで非常に硬い核を持つために残りやすく、遺構から出土することも少なく

ない。また、桃核の出土例は弥生時代中期以降全国的に広がり、時代と共に出土数は増加している(j)。

桃の呪術的性格については民俗学からの検証が多くなされているものの、発掘調査報告では自然遺物

として理解され、種実同定にとどまるものが多い。しかし、桃核は他の植物遺体とは異なり人の生活

に密着した遺構から出土する例が多く、単に古環境の復元手段としてのみならず、社会活動の中での

役割を持った遺物としての理解が可能と思われる。古御堂笹尾山遺跡・押平尾無遺跡の弥生時代後期

の遺構からも桃核が出土しており、この地域でも弥生時代の人々の生活の中に桃が存在していたこと

が窺われる。ここでは桃核の出土状況を検証することにより、桃の使われ方を考える。

2.出土状況の分類

桃核出土遺跡は鳥取・島根両県で33遺跡61例である。時代は縄文時代が2遺跡 2例、弥生時代が19

遺跡37例、古墳時代が4遺跡10例、近世が1遺跡 3例、時期不明のものは10遺跡10例である。このう

ち遺構内から出土したものは、弥生時代18遺跡35倒、古墳時代4遺跡 9例、近世 1遺跡、3倒、時期不

明l遺跡 l例である。そのうち弥生時代の出土状況を分類すると以下のようになる。

①居住域周辺出土 貝塚・環濠から出土している。

姫原西遺跡では、掘立柱建物を中心とする集落の南側の旧j可道壁面に形成された貝塚から1500点以

上が出土した。妻木晩田遺跡では埋没しつつある環濠内に投棄したと見られる土器と共に26点が出土

した。これは幅約10.5mのトレンチで調査したものである。

②居住域内出土 竪穴住居、掘立柱建物、テラスから出土している。

竪穴住居 床面直上から出土したのは 4遺跡4例である。このうち、古市宮ノ谷山遺跡竪穴住居7

は焼失住居で、炭化材と共に多数の土器が床面から出土し、廃絶時の様相をとどめているものと考え

られる。床面直上から横転した状態で出土した護と査の破片に重なるように桃核が40点あまり出土し、

そのうちの 4点は果肉が残存していた。

住居のピットから出土した例は 3遺跡 5例である。このうち、押平尾無遺跡竪穴住居8は、主柱穴

と考えられる P4から l点出土した。その他は中央ピットからの出土例だが、すべて埋土中から出土

しており、埋没過程での混入の可能性も考えられる。

住居覆土中から出土したのは 6遺跡10例である。このうち押平尾無遺跡の竪穴住居8は焼失住居で

ある。住居の屋根土が崩落したと考えられる層から 2点、最下層から 1点出土している。井園地中ソ

ネ遺跡S16は床面直上からの出土遺物はなく、覆土中から多量の遺物が出土している。桃核はそれら

の遺物と共に覆土中から 6点出土しており、土器と共に人為的に投げ込まれたと考えられる。その他

の出土状況からは住居と直接関連するものであるかは判断できない。

掘立柱建物 古御堂笹尾山遺跡掘立柱建物3のP2・3から土器片と共に各l点ずつ出土した。

テラス 2遺跡 2例である。南谷大山遺跡BS SOlのピットからl点出土した。どのピットから出

土したかは不明である。

このほか居住域かは明らかではないが青谷上寺地遺跡SK20lの底面直上から23点出土した。土坑か

らは穿孔のあるイノシシを含む獣骨約90点が出土しており、祭把に使用されたと考えられる。
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以上、桃核の出土状況を大別した。このうち①では集落からの生活残淳と共に出土しており、投棄

したものと考えられる O また、姫原西遺跡では貝;塚のほとんどの層から出土していることから、桃の

恒常的な使用が想定される。

②では竪穴住居の床面のほか、ピットから出土するものが3例あることは注目される O 古御堂笹尾

山遺跡掘立柱建物 3では、 2つのピットから各1点出土したほか、押平尾無遺跡や南谷大山遺跡でも

住居やテラスのピットから出土しているO いずれも弥生時代後期から古墳時代初頭の遺構であり、偶

発的に混入したものとは考えがたい。建物を建てる際に意図的に桃あるいは桃核を投入したと考えら

れる O 青谷上寺地遺跡SK20lでは祭杷に使用された具体像が窺われる O

3. まとめ

以上、鳥取・島根両県の遺構から出土する桃核の出土状況を検証したが、居住域では柱穴の中から

桃核が出土した例が3遺跡、にみられ、桃を使用したまじない的な行為が行われたことが考えられるO

すなわち、弥生時代後期の山陰地方に桃に対する特別な意識があったと思われ、このことからは、

『古事記』 ・『日本書紀Jの黄泉国説話や法隆寺の柱に埋め込まれた桃核にみられる桃呪術の源流と

もいえる意識が弥生時代後期に遡ることが考えられる。今後、資料の蓄積とともに他地方の出土状況

の検証や、出土した桃核の自然科学分析によって、どのように桃を用いた祭杷が広がったのかを明ら

かにすることを課題と考える o 小林)

註(l)寺沢薬・寺沢知子 1981 I弥生時代植物質食料の基礎的研究一初期農耕社会研究の前提としてー」

桃核出土遺跡位置図
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表1桃核出土遺跡一覧
ぉ。 i監基準名 所夜地 出土1註檎 出土点数(点) 日寺i':

111'1久美i藍跡 鳥取 米子市白久美 包含緩 包含溺 11 中期~後期
縄

文 2 古市河原閏遺跡 鳥取 米子市古市 包含厨 包含腐 晩期

居 3 姫原頭遺跡 島恨 出雲市姫原町 貝塚 貝原
多量

終末期

住
(1500以上)

域
堅苦穴住総 住居2排水潜 hを
後穴{主活 住居2床if! 目安

問 4 姿木険伺i室長率 王寺取 西伯郡淀江町 後j罫
i旦 草書主義T3 26背

環濠
(5・J'TJi'l・スモモ) (18・6・2)俗

竪穴住居 8-5121 中央ヒ2ツト埋土下履 lワ 終*J明
5 Ir有谷大111遺跡 お取 J1H自郡羽合町

テラス 日551ヒsット内 iワ 後期後半

6 凹住松尾平遺跡 鳥取 E百f由lt官会見町阻住 アフス 55-2埋土下魁 1 後期

7 古御堂笹尾111遺跡 鳥取 西伯郡名和町
線立校建物 際立校建物3P2 l 後期~
綴立柱建物 綴立住建物3P3 l 古成時立WI

監去盆昼
警豊穴住居8(下長室) 3合

堅E穴住居8(1'4壌土中) 1，を

B 搾平尾無i藍島本 鳥取 西伯郡名和町 緊公益盈 竪穴住居9理!土中隠 1交 後期~

室主穴住居 室主穴住居10段土中{①長寿) l交
古淡有JJiJl

竪穴住居 堅主穴住居12s主的: 2* 
竪穴住居 51百I中央ピット段土下隠 1合 後期中主義

9 き主兇第3i監獄 鳥取 東伯郡東{自町笠n 竪穴住居 51149 P6枚土中 1* 後期後議

竪穴住居 51152 P5思土上綴 i古 終末
弥

f主 10 古市宮ノUJ谷遺跡 鳥取 米子rIi古市 堅llii.&塁 竪穴住居7床ili 41す 後期後主主

日寺 拍田t

513床直(貼り床のない部分
代住 11 中尾遺跡 鳥取 倉吉市大谷 堅広盆昼 で、他の床面よりlOcm下0)

3交 後)Tlllii書室

犠
笠本悠主主 513床夜 1 

12 荻名第5遺跡 鳥取 西伯郡会見町荻名 青木泊古却l~新
堅E穴住居 515つ ワ

13 折原上挺*遺跡 島般 八束郡八~村 竪穴住居 518河皇室淡内 2背
後j襲来~
古墳員ijJTI担JiiJl

14 青木遺跡 鳥取 米子市青木 竪穴住居 85115床面付近 数個体
後期~
古主主l時代前期

15 F可長谷遺跡 鳥取 倉吉T有限Jfif 竪穴住居 3号住居 1つ 後期後半

16 遠藤谷事長巡跡 鳥取 倉吉市田富 竪穴住居 4号住居祉出土層位不明 I 後期後策

17 井図地中Yネi!fr跡 鳥取 東伯郡東{白町 竪穴住居 516埋土中(上厨・下脳) 5(2・3)古 後期後楽

竪穴住居 日地13:1号i主庶下溺 Iワ
後期~18 文谷遺跡 鳥取 倉吉市和田 竪穴{主厨 日地区38号{主殿中層 I? 
古蹟初頭

竪穴住居 C地区49号伎殿下腐っ I? 

緊本盆星 5104・05出土培点不明 I?合

19 字谷第li藍跡 鳥取 泊村大字字谷 疑本盆盈 5109塵土中 円台 後期後半

土ザL 5K03出土地点不明 I? 

{也 20 青谷上寺地遺跡 鳥取 気出11出脊谷町 土坑 5K201底田上 20 中期~後WI

i 自久美遺跡 鳥取 米子市目久美 包含隠 匁合長雪 前期~中期

9 笠見第3遺跡 鳥取 東伯郡東伯町笠見
際穴住居 51122 P7理士中 1す 古草堂前;弱

土坑 S托121埋土中 I女 古1庭前期

堅さ穴住居 5i198 3 t差額i苅J民自IJ割
室主穴住居 51192 3 長護霊i総長IIIJ割

弁戸 5E11 13 長瀬高ì~rr---..皿
古 21 長瀬高浜遺跡 鳥取 東伯郡羽合町長瀬 51211a北東部
墳 竪穴住居 1 長詩華街浜H期
H寺

床立五か坦i土下腐っ

i': 駿穴住燈 51213a 北京都理主中。 3 長滋irf/I浜IIIWJ

包含騎 包含綴(A13:) 2(1・1) 古墳待代

22 築主宰透毒事 鳥取 岩美郡福部村大字架谷 5Xl 36 
古墳中WJ~

後期

23 大井3号古Jit 偽取
八頭郡佐治村大井

古境 茨近郊分 1交 6世紀末~7世紀

近
木認潟I 3 江戸時代後期

24 米子抜跡21遺跡 鳥取 米子市加茂町 f拝 5D02 近世世
:t坑 5K16 5 江戸時代前期

6 JlP平尾無3註跡 鳥取 密伯郡名和町 包含Ji'l 包含溺 i交

25 桂見遺跡 鳥取 鳥取市経見 不明 I 

26 枇杷谷遺跡 鳥取 西伯郡会見町大字寺内 包含厨 A地区包含騎? 1 

27 タテチョウi蜜勝 島根 島恨県松江市西川Ir41町 包含厨 包含長ヨ 多滋

不
不明j

明 28 布団遺跡 島根 松江市竹矢fflf1262 不明 。

29 石台送金星高 ぬ根 松江市東詩!lllfflT 包含綴 包含長妥協土 51 

30 三田谷 I巡跡 島根 出雲市上底冶町半分 井戸 5E07 b 

31 長安本書事事l'代援遺跡 島根 那珂部弥栄村 不明 出土地不明 。

32 前回遺跡 島根 三た滋君11匹見町 包含隠 包含厨出土日区4・5厨 4 

33 ~凶遺跡 t1，娘 II@.妓i出西ノ島町別府 包含騎 忽合続的土 35 

遼慾盆:焼失住居 出土点数台炭化して出土したもの

桃核出土澄跡は報告書に掲載されてしももののみで、このほかにも多数の遺跡から未報告ながらも出土例があることが考えられる。

また、透構名や時代等は報告書に掲載されているものを尊重した。
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第 6章特論

第8節 古墳時代中期から後期の土器について

1.はじめに

茶畑遺跡群のうち、古御堂笹尾山遺跡、押平尾無遺跡、茶畑第 1遺跡からは古墳時代中期から後期

の集落跡が検出され、当該期の土器様相を窺える比較的良好な土器群が出土した。西伯香では古墳時

代後半期の集落の調査例が少なく、土師器の型式変化の具体相を検討することは困難な状況であった。

米子市青木遺跡(1) (2)、大山町仁王堂遺跡川、淀江町百塚遺跡群川では編年案が提示されており型

式変化において一定の方向性はうかがえるものの、いずれも一括資料の数的な限界から須恵器の編年

観をベースに配列を行ったとみられ、結果的に土師器の型式変化に混乱が生じている O 確かに須恵器

の型式変化は全国的にほぼ確立されておりその判断しやすい形態変化から編年の重要な鍵であること

は間違いない。しかしながら、実際の一括資料には当然として前後の型式が混在しており、その一部

で時期を判断し共伴する土師器の型式組列に反映させることは方法論的に妥当ではない。

本稿では先学の成果を踏まえつつも新たな資料を加味し主要な器種構成をなす土師器の型式変化に

注目しその変化の方向性を探る O 資料は一括資料と判断されるもののみを使用する O 具体的には竪穴

住居床面出土遺物を中心に、純粋な一括資料ではないが住居覆土の単一層から出土し短期間に投棄さ

れたと判断される遺物も対象とする O 検討する器種は当該期の主要器種をなし、かつ比較的型式変化

に富むとみられる聾と高坪である O

検討に際しては、まず口縁部および杯部の型式分類と組列の検討を行い、次に実際の一括資料の中

でこれらがどのような出現頻度を示すのかを検討する O 須恵器との併行関係は最後に触れる。

2.分類

現状で確認できる個体が2個体以下でイレギュラーと判断されるものは分類対象から除外した。

聾 複合口縁系査をA類、単純口縁系査をB類とする。

複合口縁系翠

A1類

A2類

A3類

A4類

口縁部が直立し2.5cm前後立ち上がるものO 口縁端部は面をなすものが多いが、丸くおさ

めるものもある O 口縁下端は僅かに突出もしくは受け口状をなす。

口縁部は直立し1.5cm~ 2 cm程度短く立ち上がるもの O 端部は面をなすものと丸くおさめ

るものがある O 口縁下端は受け口状もしくは屈曲するだけであり、突出するものはない。

口縁部が外傾し1.5cm~ 2 cm程度短く立ち上がるもの O 口縁部下端は屈曲するのみであり

受け口状をなすものはわずかである O 端部は面取りもしくは丸く収める O

口縁部は外傾し僅かに内方に屈曲することで複合口縁を表現するものO また、口縁外面

下端に沈娘を入れる、もしくは外面を肉厚にすることで複合口縁状に表現するものもある O

単純口縁系蓋

B 1類 頚部で屈曲し口縁部がややカーブしながらのびやかに立ち上がるものO

B 2類 胴部と口縁部が100。前後の角度で「く」の字状に屈曲し、直線的に立ち上がるもの。

口縁部先端は丸く収めるものと、面をなすものがある O

B 3類 肩部が張り、胴部から口縁部が緩くカーブしつつ立ち上がるもの O 端部は丸く収めるも

のが多いが、面をなすものもある O

B4類 胴部と口縁部が90。前後の角度で「く」の字状に屈曲し、口縁部が緩いカーブを描

3-198 



第8節 古墳時代中期から後期の土器について

蜜A1 露日 1 愛85 品杯A1 品杯81 品杯85

-l-zc 一ζ一之 之ゴミ 己7p ロ
喜重A2 ~82 翠86 高杯A2 品杯82 高杯86

-t -~ 一之一夜 一《三之 コp トヌ
主題A3 謹83 き菱自7 品杯A3 品杯83 高杯87

一之-て 一久一色 ーミマ ~ υ F 、

護A4 翌日4 品杯84 局杯88

-fL (( ーとて ~ P 
図 1 塞・高杯の分類

きつつ立ち上がるもの。

B 5類 胴部と口縁部が 80
0

前後の角度で屈曲し、口縁部がカーブを描きつつ外反するもの O

端部はさらに外反し細くのびるものが多い。内面ではケズリ調整の上端で鋭く屈曲する。

胴部上端付近の器壁が厚い。

B 6類 胴部上端から綾く屈曲しさらに口縁端部付近で外方に屈曲するもの。内面ではケズリ調

整の上端で鋭く屈曲する。

B7類 胴部から口縁部が緩く短く外反するもの。胴部上端付近から口縁部は肉厚で端部は丸く

収める。内面はケズリ調整の上端で鋭く屈曲するものが多い。

高士不 杯部外面の下方で段をなすもしくは屈曲するものをA類、屈曲しないものをB類とする O

Al類 直組的な器形をなし、杯部下半で緩い段をもち屈曲、端部は外反するもの。 Al~A3

類の脚部の高さは 6crn前後と想定される

A2類 やや丸みを帯びた器形で、杯部下半で僅かな段をもつものO 端部は外反せず細く終わる。

A3類 杯部外面が僅かに丸く屈曲するもの。端部は細く終わる。 B1類との区別が微妙ではあ

るが、外面の屈曲、杯部の高さから判断してA類に位置付けた。

B 1類 杯部が比較的浅く皿状をなし内面が緩く屈曲するもの。脚部は細く、高さは 6crn程度で、

ある。

B2類 杯部が浅く皿状をなすもの。端部は細く終わる。

B 3類 杯部が比較的丸みを帯びて立ち上がるもの。端部は丸くおさめる。

B4類 杯部が丸く立ち上がるもの。器壁は厚く、端部は丸くおさめる。

B 5類 杯部が椀状をなすもの。端部は僅かに内湾し丸くおわる。器壁はやや厚い。脚部は 5cm 

前後とやや低く、基部における直径は 5~ 6 crnと太い。

B 6類 杯部下半から競く屈曲し、口縁端部でわずかに外反するもの。端部は細く終わる O 器壁
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は比較的薄いO

B7類 杯部は丸く立ち上がり端部で屈曲し外反するもの。脚部は基部の直径が7cm前後、高さ

が5cm前後で、ある。

B8類 杯部は椀状を呈し、端部でS字状に屈曲し外反するもの。脚部は基部の直径が7cm前後、

高さは 5cm前後が想定される。

3.型式組列の検討

各タイプのうち、複合口縁系蓋は古墳時代前期以来の複合口縁の退化のプロセスで理解され、 Al

からA4はほぼ組列として認められる。 Alが古墳時代中期の口縁形態に最も類似しており、 A3は

複合口縁としては最終段階、 A4は複合口縁の痕跡のみを残す段階と考えられる。したがって変化の

方向性としてはAl→A2→A3→A4と仮定した。

単純口縁査は中期末から後期に主体となる形式であるが、比較的バラエティに富み形態的に単純で

もあることから変化の方向性がみえにくい。ただ、 B6、B7類は次の古墳時代終末期にも見られる

タイプであることから後出的と想定される。

高杯のうち、 A類は前期以来みられるが、杯部の段の退化現象に注目してAl→A2→A3と仮定

した。 B類のうち、中期的な高杯である B1類は他のタイプに先行するものと思われる。また、前期

から中期に至る高杯に椀形を呈する杯部や、脚部基部の直径が太い脚部がみられないことから、 B5 

類~B8 類は全体として後出的要素と仮定できる。

4.一括資料における各タイプの出現頻度

こうした型式組列での検討をもとに、各タイプが遺構内出土の一括資料のなかでどのような出現頻

度を示すか検討した結果、おおむね以下の 5群にわかれるものと判断した。

1群 要は、多数の複合口縁系費Al類に少数の単純口縁蓋が伴う。高杯は中期的なAl類のほ

かB2. B 3類が伴う。

2群 護は、単純口縁斐と単純口縁系霊の割合がほぼ均衡する。複合口縁系藷はA3.A 4類の

割合が増加し単純口縁系蓋は多数のB2類にB1. B 3・B4類が伴う O 高杯は、 A2・A

3 類が出現し、 Bl~B4 類がみられる。

3群 墾はA1. A 3類はなく A4類が比較的多い。資料が豊富でないがB2類が支配的と想定

される。 2群とは護Al類、高杯A類がともに見られないことで区別される。

4群 複合口縁系護と伴う良好な例はないが、少量は伴うものと思われる。 3群とは護B4. B 

5. B 7類が多いことで区別される。高杯には新たにB7類がみられる。

5群 聾はほとんどが単純口縁系蓋B6・B7類である。高杯はB8類の 1例のみである O

この 5つの群は、既述した型式組列の検討結果から 1群から 5群への変化の方向'性が想定される。

ただし、これは例えば1群より 2群が、 2群より 3群がより後出的であることを示すもので実際には

それぞれの群は一部で重複しつつ漸次的に変化すると考えられる。

5.各時期の特徴

以上の検討結果から、 1群から 5群の形態分類は同時に時間的な変化と一致すると考えられる。し

たがって、 1期から 5期に読み替え各期の特徴を記載する。また、属性分析を行っていないが墾の器

面調整や高杯の脚部など、口縁部の属性分析を基にした分析から読みとれる属性についても記載する。

1期 斐Al類を主体とする複合口縁査に少数の単純口縁査が伴う段階である。高杯の資料は
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表1 一括資料における各タイプの出現頻度

、--、-、---
機会口量生議 単純口絞主題 l段lL'1持 然段正.，土干

A 1茸ilA2'lllA3繋A4蕗s 1まilB2惹83露 84茸 85繋 86111s7類 A 1茸A2藷A3茸sl綴 B2綴 B3翠jl84藷 8511IB6茸{召 7茸 88茸

ll!'l 

2群

3若手

4群

5立F

堅塁火iiill2俳:1"~主w主 aド怒) 5 2 1 2 1 

警護穴3住1'-1炭，也22市崎(明U'iIU 2 1 

怒穴住口居;}z単2位(床C'旬ft[ド 焼土隠) 2 i 2 

青C木SIi量03務 2 i 2 

古箆御穴堂4笹足{①山選綴長)率 4 3 4 4 3 4 

古空室語字ノ1数4徒iE(床裳t際} 1 2 2 

堅苦古穴録住数民f荏271E山{③遺跡主導} 4 3 ヲ 2 

II号竪Ei穴主主ft穿I3苦4ι1選在総iill付近} l 4 2 有

24f}百1琵塚穴穿住室(長床率試) 3 

嬰穴住総14(tlミ蕊)
I 

堅古主御火住堂民笹11五6山(時3ミ堂前島宇) i 2 l l 

段占肉穴{食lo註僚72144山(成3富政島幸} I I 

f二王5賞1遺10跡 l i 

2茶穴j住思居議間1i{藍成鱗政} 2 

穴f!o法19(床i[)
1 

御ffif主E苦EIiE5山{床議[(1長率} 2 2 

援穴f二住五股雪量12遺(跡成政 2 

H王20 l 3 2 

少ないが、 Al'B2.B3類が伴う O 高杯A類の口径は20cm程度である。脚部は前中期的

なもので、高さが6~ 7 cm、筒部が細いものである。

2期 単純口縁護の比率が増加し、複合口縁蓋と均衡するようになる O 複合口縁聾は退化が進

行し、 A3.A 4類が増加する O 高杯A類はA2・A3類が多くなり、口径が18cm前後とや

や小型化する O 高杯B類はB1類から B4類がみられる O 脚部は 1期と同様であるが高さ

が5cmから 6cmのものが多い。

3期 蓋・高杯ともに資料が少ない時期である。複合口縁査と単純口縁蓋の比率は遺跡により

変動があるが、単純口縁霊が主体となる遺構が比較的多いと考えられる O 複合口縁はA4

類が支配的となりその名残をとどめる程度となる。単純口縁蓋はB2類が多く、 B7類も

この時期からみられるO 翠内面のケズリ調整は、口縁と胴部の屈曲部には及ばずわずかに

下でとまるものが多い。高杯A類はほとんどなく B類のみとなり新たにB5類が加わる。

脚部は旧来のものもあるが、筒部が若干太くなり高さも 5cm前後と低くなる。また、杯部

からハの字状に大きく広がるものが出現する O このタイフ。は比較的バラエティに富むが、

いずれも高さ 3cm前後と低い。

4期 分析対象資料には複合口縁藷はみられないが、少量は残存する O 単純口縁護には新たに

B 5類が出現し、 B4' B 5類の存在が特徴的となる O つづく 5期に一般化する B6類は

わずかにこの段階でみられる O 斐B5・B6類は、内面調整のケズリ痕が口縁部との屈曲

部に及び、胴部上端まで強く削るため上端部(口縁との屈曲部)が鋭く屈曲するO こうし

た傾向は 5期以降に引き続かれる O 高杯はB5' B 6・B7類のみがみられる O 高杯B7は、

5期のB8に31き継がれるタイプであるが、外面はケズリ調整である点が特徴的である O

脚部は、緩やかなハの字状に聞き肉薄のものと、筒部が細く高さ 5cm前後といった 3期ま

でにみられたもののほか、筒部が肉厚で高さが5cm程度のものが新たに出現する。

この時期は将来的に 2時期に細分できるかもしれない。
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5期 護はB6・B7類が大半となる。高杯はB8類がみられるが、出土数はわずかであり、

器種構成に占める土師器の高杯の割合は低いものと思われる。脚部はハの字状を呈し、高

さは 4cm程度で、ある。

6.東伯誓地域との併行関係

東伯香地域には古墳時代中期の集落遺跡が比較的多い。羽合町南谷大山遺跡のBSIl1やBSI30、

BSIl3などは 2期または 3期に併行する時期の竪穴住居跡とみられるが、単純口縁査は極めて少ない。

倉吉市夏谷遺跡では、 3期前後に併行する時期の住居跡6棟を調査しているが、ここでも竪穴住居18

号などで若干の単純口縁護がみられる程度である。 4期から 5期に併行する時期の遺構が確認できな

いが、東伯香地域においては単純口縁護の普及は西伯香よりかなり遅い 6世紀中頃以降と考えられる。

7.須恵器との併行関係

須恵器は変化の速度に差が想定されるとはいえ、地域を越えた併行関係が検討可能な資料である。

1期から 5期は、須恵器が畿内での一括生産段階を脱し、地方窯が普及し全国的に生産が増加する段

階にあたるが、生活における器種構成に占める須恵器の割合はまだ低い。

1期の押平尾無遺跡竪穴住居21には須恵器を伴わない。 2期には古御堂笹尾山遺跡竪穴4から樽形

服、百塚第7遺跡S118からは疎・蓋町、が出土しておりおおむねTK208併行と考えられる。このこと

からみて、 1期はおおむねTK73~T K216型式と併行関係にあると思われる。 3期では百塚第7遺

跡20・24号住居においておもに蓋坪や高坪が出土しており TK47併行期とみられる。 4期は古御堂笹

尾山遺跡竪穴住居24出土蓋坪などからみてMT15型式前後とみられる。 5期は古御堂笹尾山遺跡竪穴

住居15、福成早里遺跡SK20出土資料からみておおむねTK43併行期と判断した。

7. まとめ

古墳時代中期末から後期にかけての土師器の型式変化は、複合口縁護の衰退・消失と単純口縁査の

普及と口禄形態の変化、高司:杯部の小型化・内湾化および脚部の低脚化に表徴される。その変化の速

度は、例えば東伯者では単純口縁聾の出現が遅れるなど遺跡や地域において異なるものである。また、

変化は漸次的であり、たとえ一括資料であっても新旧のタイプが併存しており、時期判断は資料全体

を総合的にみて判断することが求められる。

今回は蓋と高杯の口縁形態に注目したが、こうした属性分析は全体の器形、器面調整、法量、胎土

など様々なファクターで行われるべきである。この作業の積み重ねが編年の基礎となる。今回提示し

た 1 期~5 期は基礎作業のひとつである。また、茶畑遺跡群周辺の土器を対象としたため、古墳時代

を通しての土器形態の変化を追うには至らなかった。これらは稿を改めて行いたい。(岡野)
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茶畑遺跡、群の集落変遷について

第 7章まとめ

茶畑遺跡群の概要と集落変遷

1 .茶畑遺跡群

茶畑遺跡、群は、大山北麓の火山裾野面に立地する O 日本海に向かい開削された幾筋もの浅い開削谷

に挟まれたE陵上に位置するO このE陵周辺には本書が報告するところの茶畑第 1遺跡、押平尾無遺

跡、古御堂笹尾山遺跡、古御堂新林遺跡のほか、茶畑山道遺跡、茶畑第 2遺跡、茶畑六反田遺跡、東

高田遺跡など、弥生時代中期から古墳時代後期を主体とする集落遺跡が点在する。これらの集落跡は

隣接する尾根や台地上に展開しており、一時期における遺構の密度が比較的高く、かつ断施期はある

ものの丘陵全体からみれば居住域の連続性が窺われるO こうしたことからこれらの遺構群は有機的繋

がりを有する蓋然性が高いと判断し、総称として茶畑遺跡群を用いた。

2.集落の変遷

茶畑遺跡群で最古の遺物は押平尾無遺跡で出土した後期旧石器とみられるものである。Ji陵各地に

おいて落し穴状土坑のー音防、らは縄文時代前期の西111津式土器などが出土しており、 E陵上が生活域

の一部であったとみられるが、本格的に居住域とされるのは弥生時代中期以降であるO

弥生時代中期

前葉においては集落などの痕跡は確

認されておらず、続く中葉から住居跡、

などが検出されている O その中心とな

るのが茶畑山道遺跡、茶畑六反田遺跡

であるO 前者はSB -05のように独立

棟持柱をもっ大型のものを含む掘立柱

建物跡で構成され、集落の中では居住

域以外の特別な空間であったと考えら

れているO

後葉でも引き続き茶畑山道遺跡では

遺構が密にあるが、末には希薄となるO

その時期、同遺跡では検出されていな

い竪穴住居跡が、茶畑六反田遺跡にお

いて小型の掘立柱建物跡とともにみら

れる O さらに西へ0.6kmほどの押平弘

法堂遺跡では問時期の土墳群が、また

蛇ノ111を隔てた茶畑第 1遺跡でも、尾

根斜面部を含む東側を中心に住居跡、

掘立柱建物跡が検出されているO

弥生時代後期

前~中葉にかけては押平尾無遺跡、 図 1 茶畑遺跡群調査地配置図(数字は茶畑古墳群の番号)
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弥生時代中期中葉~後葉 中期中葉 欝璽中期後葉 瞳掴後期前葉

弥生時代後期後葉 後期後葉

弥生時代終末期~古墳時代前期 終末期 薩璽古墳時代前期

終末期もしくは古綴時代前期

古墳時代中期~後期 中期締~中葉 監璽後期前葉~中葉

中期後葉~末葉 瞳掴後期後葉
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第7章まとめ

東高田遺跡、茶畑第2遺跡において数棟の住居跡がみつかっている程度で、全体的には検出されてい

る遺構数が少ない段階である O しかし続く後葉になると、住居跡などの数は増加する O 先の東高田、

茶畑第2遺跡、さらに古御堂笹尾山、古御堂新林遺跡においてもまとまって住居跡が検出されている O

一方で、中期に遺構がみられた蛇ノ川流域では、茶畑六反田遺跡で 1棟の住居がみつかっているのみで、

遺構は希薄となる。

弥生時代終末期

終末期には茶畑山道遺跡、茶畑六反田遺跡を除くすべての遺跡で住居跡を確認しており、後期後葉

に引き続き茶畑遺跡群の広い範囲に集落遺構がみられる時期である O 押平尾無遺跡と古御堂笹尾山遺

跡では前葉、後葉ともに 3棟程度の竪穴住居跡と数棟の掘立柱建物で構成されるものと考えられる。

掘立柱建物跡の時期比定は困難なものが多いが、茶畑第 1遺跡の布掘の掘立柱建物10は遺構の切合い

関係からみて終末期以前の遺構と判断される O 茶畑第 1遺跡と古御堂笹尾山遺跡では平面五角形およ

び六角形の大型住居跡がみられる O 焼失住居と認められるものは押平尾無遺跡で2棟がみられる O 焼

土躍が住居中央寄りにみられ床面出土土器は皆無である O 小屋組の材は残存しないが、一部でカヤと

焼土がサンドイツチ状に出土した。

古墳時代前期

遺跡数、遺構数ともに減少する時期である。前葉の遺構は茶畑第1遺跡で1棟、押平尾無遺跡で3

棟の住居跡のほか土坑、テラスが検出されている O 茶畑第 1遺跡の竪穴住居14は、平面方形でベッド

状遺構をもっ大型の住居跡である O

中葉の遺構は茶畑山道遺跡、茶畑第 1遺跡でそれぞれ1棟の住居跡がみられるO 茶畑第 1遺跡、では

中葉から後葉にかけて住居跡と同時に台地縁辺部に古墳が連続的に築造されるなど墓域と居住域が近

接して検出されている。後葉の遺構は古御堂笹尾山遺跡で 1棟が確認されるのみであるO

古墳時代中期

集落の形成はきわめて低調であるが、前葉から中葉にかけて押平尾無遺跡で竪穴住居数棟に掘立柱

建物が伴うものがみられるO 後葉以降は古御堂笹尾山遺跡において再び居住域が形成され後期に継続

する。

古墳時代後期

茶畑第 1遺跡、古御堂笹尾山遺跡のみに集落が形成される O 茶畑第1遺跡は中葉に住居跡1棟、掘

立柱建物 1棟がみられるのみであるが、古御堂笹尾山遺跡では中期末から後期中葉にかけて継続的に

居住域が形成される O 一時期あたり 4~5 棟前後の住居跡が存在したものとみられるが、当該期に比
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定される掘立柱建物は 2棟のみでありきわめて少ない。後葉には住居跡は 1棟のみとなり低調化する。

古御堂笹尾山遺跡では古墳時代中期後葉から後期中葉の焼失住居4棟を検出した。うち 2棟は比較的

良好な状態で焼土炭化材が出土したが、弥生時代後期の焼失住居にみられる住居中央付近の焼土がみ

られず、住居縁辺部付近にみられることが特徴的である。

古墳時代終末期以降

7~8 世紀に比定される遺物が押平尾無遺跡、茶畑第 1 遺跡から出土しているほか、茶畑六反田遺

跡では平安時代の条里制跡や水田跡、鎌倉時代の集落跡などの遺構が検出されている。

3.集落構造

広大な正陵地にトレンチ状に設定された調査区が大半であることから集落構造に関する情報は限定

的である。竪穴住居跡で判断する限り一時期あたり 3 棟~5 棟前後で構成されるものが多く、これは

弥生時代中期から古墳時代後期に至るまでみられる。ただ、古墳時代後期中葉の茶畑第 I遺跡のよう

に周囲の遺構分布状況からみて竪穴住居と掘立柱建物の各 1棟の構成と考えられるものもある。

掘立柱建物跡の時期比定は時間幅を持たせざるを得ないものが多く、周囲の遺構の状況から集落構

造のプランを想定するしかない。押平尾無遺跡では、周囲の遺構分布状況などからみて、数棟の竪穴

住居に 2棟前後の掘立柱建物が伴う状況が窺える。茶畑遺跡群から西へ約 4kmにある妻木晩田遺跡で

は弥生時代後期の居住単位として 3~5 棟の竪穴住居と掘立柱建物が想定されており、押平尾無遺跡

の状況に類似する。一方、古墳時代中期後葉から後期の古御堂笹尾山遺跡では、竪穴住居24棟に対し

て同時期に比定される掘立柱建物は 2棟のみであり、古墳時代後期以降の全国的な掘立柱建物の増加

を考慮するとその比率は著しく低い。調査区外のエリアに集中しているのか、現状ではわからないが

検討すべきポイントである。

茶畑山道遺跡では弥生時代中期中葉から後葉とみられる掘立柱建物群が検出されたが、調査区内に

同時期の竪穴住居跡がみられない。掘立柱建物跡のひとつは独立棟持柱をもっ大型のものである。こ

の状況は茶畑第 1遺跡でも類似しており、弥生時代中期後葉および終末期から古墳時代前期前葉にか

けて、掘立柱建物が数的にも規模的にも卓越する。すなわち、中期後葉では4棟前後の竪穴住居に対

して、独立棟持柱をもっ大型のものを含めて 6棟以上の掘立柱建物が想定されている。また、布掘の

大型掘立柱建物10は遺構の切合い関係から弥生時代終末期以前、階段状の掘り方をもっ掘立柱建物11

は中期後葉から古墳時代前期の時間幅が想定される。こうした大型掘立柱建物の卓越は、数棟の竪穴

住居と掘立柱建物で構成される他の遺跡とは大きく異なるものであり、茶畑山道遺跡と茶畑第 1遺跡

の大きな特徴である。この点からみて、両遺跡は少なくとも一般構成員の居住域とは考えがたく、有

力者の住居か宗教的な施設かはわからないが、集落内において特殊な空間を形成したエリアと考えら

れる。

まとめると、弥生時代中期後葉および終末期から古墳時代前期にかけては、竪穴住居数棟に掘立柱

建物がともなう一群と、大型掘立柱建物を含む掘立柱建物数棟に少数の竪穴住居が伴う一群がある。

古墳時代中期から後期にかけては従来からの竪穴住居数棟に掘立柱建物をともなうものが引き継がれ

るが、竪穴住居、掘立柱建物各1棟ずつで構成されるものや、ほとんどが竪穴住居で構成されるとみ

られるものもありばらつきがみられる。

以上のように部分的ではあるが、弥生~古墳時代にかけての集落構造、および変遺が窺える資料が

得られた。今後、他地域などとの比較をする上でも貴重なものといえよう。(中森・岡野)
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図版74 特論図版

1 押平尾鑑遺跡No却 (弥生中期後灘、聾)
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3 押平尾無遺跡No.5 (弥生後期末、聾ータタキ)

5 押平尾無適時No.8 (古墳中期、聖)

実体制徴鏡による砂粒盟事写真(1)

-、 百E自
園

嘩 1丸目

Ft態語
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私・弘
『閉臨圃

2 押平尾無遺跡No.32(弥生後期後葉、聾)

4 押平尾無遺跡No.9 (古噴制覇、聾)

6 古御堂笹尾山遺跡NoAO(古噴初覇、資)

o 2mm 
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7 古御堂笹尾山遺跡No.JO(古墳中期末~控則前策、
高珂;)

9 古御堂世尾山遺跡NO.29(古tn桂期中輩、型)

II 茶畑帯1遺跡No.l5(弥生後期末~古墳初頭、世形
器台)

実体闘世鏡による砂粒制事写真 (2) 

特論図版図版75
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8 古御堂笹尾111遺跡No.46(古墳後期lii{灘、 聾)
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JO 茶畑郁1遺跡No.2 (弥生q:IJ制後諜、聾)
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12 茶畑出l遺跡NO.21(古噴前期、聖)

o 2mm 
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図版76 特論図版

写真 l 鉄片の外観写真

写真2 採取した試片のミク口組じ融(左側断固)

a ; !長側、 b 裏側、

c ; x線透過写真
d :..僚の内側

写真3 採取した試片のミク口組織(右側断而)
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図版78 特論図版

古田堂樫尾山遺跡 出土木材顕微鏡写其2
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特論図版図版81

古御堂笹尾山遺跡 出土木材顕置鏡写真5
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特論図版図版83

古両主笹尾山遣時 山土木材顕世姐写真 7



図版84 特論図版

1 ケヤキ{R穴住居9木割高杯)

4ヤマゲワ(!it料番号5)
5クスノキ科(訟料番号12)
6イネ科{舘料番号9)

a木口，b柾目。c板目

押平尾無遺跡茶畑郁 1遺跡出土木M顕微量写真 1

a木ロ b柾目，C 板目

ー・・・2凹 μm:a
園田園園2田 μm:b.c



1マツ属複維菅東E属{誌料番号8)
2コナラ属アカガシE属〔誌料番号13)
3クリ(詰料番号7)
a木口.b柾目 c板目

押平尾無遺跡 出土木材顕微鏡写真2

特論悶版 図版85

-・・・200μm:a
・・・・・・・・200μm:b，c



図版86 特論図版

， ， クリ (~穴住居2No.2) 
2 スタジイ (~穴住居2 No.6) 
3クスノキ科(竪穴性居2No.4) 
a木口， b柾目， C 板目

古御堂新林遺跡 出土木材闘世鈍写真

-・・・・200μm:a
・・・・・・・・200μm:b，c
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書名
茶畑遺跡群

茶畑第 1遺跡 押平尾無遺跡 古御堂笹尾山遺跡 古御堂新林遺跡

副書名 一般国道9号(名和淀江道路)の改築に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻次 VI 

シリーズ名 鳥取県教育文化財団調査報告書

シリーズ番号 93 

編著者名
西川徹 日置智湯川善一浜田真人三木雅子森本倫弘岡野雅則小林桃子

浅)11滋男竹中千恵、白石純佐々木稔古川郁夫菅野仁美

編集機関 財団法人鳥取県教育文化財団 埋蔵文化財センター

所在地 干680-0151 鳥取県岩美郡国府町宮下1260 Tel.0857-27-6717 
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所ふ収り遺が跡名な 所ふり在が地な
コード

北緯 東経 調査期間 謂査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

さ夜いは伯く郡ぐん名なわ和ちょ町うお大お字あざお押し平なら 35
0 133

0 

20020422~ 
東福議1逼誌 31387 41 29' 29' 6320rrr 

あ字ざ小こさ坂ヵ平、な/るレ805ほか 09" 03" 
20030313 

さ西いは伯くぐ郡ん名なわ和ちょ町うお大お字あざお搾し平なら 35
0 1330 

20021022~ 

お押し平なら尾おな無し遺いせ跡き 31387 303 29' 29' 
20021128 

6900rrr 
字あざ尾おな無Lほか 11" 08" 

20030421 ~ 
20031003 

一般国道9号

さ西い伯はく郡ぐん名なわ和ちょ町うお大お字あざ古こみ御E 20021001~ (名和淀江道
35
0 1330 

20030228 路)の改築
古こみ御E堂う笹ささ尾おや山ま遺いせ跡き堂う宇あざな中か笹ささ尾お844ほか 31387 304 29' 29' 

20030423~ 
4660rrr 

字あざか上み笹ささ尾お836ほか 14" 11" 
20030731 

さ西い伯はくぐ郡ん名なわ和ちょ町う大おお字あざ古こ御み 35
0 133

0 

20030526~ 古こみ御Eう堂しん新ば林やし遺いせ跡き 31387 313 29' 29' 3092rrr 
堂Eう字あざ上うわ前まえ場ば653ほか 17" 18" 

20030829 

所収遺跡名 種別 おもな時代 おもな遺構 おもな遺物 特記事項

縄文時代前期
竪穴住居、

弥生時代中期
掘立柱建物、 弥生土器、

独立棟持柱を持つ
茶畑第 1遺跡 集落

弥生時代終末期~
土坑、落し穴、 土師器、須恵器、

掘立柱建物3棟
古墳時代前期

溝、古墳、ピッ 石製品
ト

弥生時代中期 竪穴住居、竪穴、
弥生土器、

弥生時代終末期~ 掘立柱建物、
押平尾無遺跡 集落

古墳時代前期 テラス、土坑、
土師器、須恵器、 焼失住居2棟

古墳時代中期 1毒、ピット 鉄製品、石製品

弥生時代後期~ 竪穴住居、

古御堂笹尾山遺跡 集落
古墳時代前期 掘立柱建物、 弥生土器、

焼失住居4棟
古墳時代中期~ 土坑、落し穴、 土師器、須恵器

古墳時代後期 溝、ピット

弥生時代後期~
弥生土器、

古御堂新林遺跡 集落
弥生時代終末期

竪穴住居、道 土師器、須恵器、 焼失住居2棟
鉄製品、石製品
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